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計量テキスト分析とは 

Å アメリカ  1960年代後半から → General Inquirer  by P.J. Stoneら 1966     
   日本    1990年代から → 新聞データベースの利用 by 河野武司 1992 
         2000年代から → 本格的なテキストマイニングソフトの開発と発展 
                    Tex-Ray by 吉田文彦  KHCoder by 樋口耕一            
  

Å 計量的手法を用いてテキスト型データを整理または分析し、「内容分析」を行
う方法 

 
Å コンピュータの適切な利用 

 

               ＊樋口耕一『社会調査のための計量テキスト分析』ナカニシヤ出版、 
     2014年、15頁。 
 

 

Å アンケートの自由回答・インタビュー記録・新聞記事・議事録などの分析が可
能 

   



内容分析とは 

Å19世紀の末から 
 

Å「表明されたコミュニケーション内容の客観的・体系的・数
量的記述のための調査技法」                         
B. Berelson  1952 
 

 

Å「データにもとにそこから文脈に関して再現可能でかつ妥
当な推論を行うための１つの調査技法」 

  K. Krippendorff  1980 
 

 
   
 
 
 



テキストを対象に何を分析するのか 

Å誰、ないしは何（テーマ） 
  →分類 

 
Å誰、ないしは何（テーマ）に対する立場 
  →送り手における偏向の有無 
  →受け手に対する影響 

 
Å比較という視点 
  →タテ（時系列）での比較 
  →ヨコ（例えばメディア間） 



人からコンピュータへ 

Åヒューマンコーディングの問題点 

  ①信頼性 

  ②妥当性 

  ③時間的コスト 

 

Åコンピュータコーディングの問題点 

  ①妥当性 

  ②物理的コスト 



計量テキスト分析は学生でもできる 

Å問題意識、Research Question 
Å初歩的な統計学の知識 
Åフリーソフトとしての ＫＨ Ｃｏｄｅｒ の利用 
Å  → 樋口耕一が開発 
Å  → http://khc.sourceforge.net/ からＤＬ可 
Å  → このＨＰにはチュートリアルやＱ＆Ａもある 
      → 参考書もある 
    樋口耕一『社会調査のための計量テキスト分析』 
    ナカニシヤ出版、2014年、15頁。 
Å分析対象としての電子化された様々なテキストの存在 
Å  → 新聞記事データベース、国会の議事録データベース 
Å追加的な分析に必要な統計解析のソフトとして慶應の学生は 
Å ＳＰＳＳを利用した追加的な分析が可能      

 

http://khc.sourceforge.net/


段階1では、データ中から語を自動的に取り出して、その結果を集計・解析する。これによって、分析者
の予断をなるべく交えずに、データの特徴をさぐったり、データを要約したりすることができる。 
 
（出典）樋口耕一による http://khc.sourceforge.net/diagram.html  にある 図を分割したもの 

http://khc.sourceforge.net/diagram.html


段階2では、分析者が「こういう表現があれば、コンセプトAが出現していたと見なす」といった指定

（コーディングルール作成）を積極的かつ明示的に行い、データ中からコンセプトを取り出す。その
結果を集計・解析することで、分析を深める。  

 

（出典）樋口耕一による http://khc.sourceforge.net/diagram.html  にある 図を分割したもの 

 

http://khc.sourceforge.net/diagram.html


河野ゼミ１０期生（現４年生）の三田祭
における研究発表を例に 








